
Clicheに つ い て

岡 田 六 男

そ のア クセ ソ ト符号か らも判断でぎち よ うにclicheは フ ラソス語か ら

英語に入 って きた言葉であ って,語 学 上では,古 臭 い,新 鮮味 に欠けた語

句を意味す るとい うことは,い ま さら説 明す る こともあ るまい。外 国人が

物 した英 語のハ ソ ドブ ックな どには,き まって,hackneyedphraseと か

wornoutexpressionと か とか 表現 こそ違 うが,陳 腐な,言 い古 された語

句 として,い くつかの例を並 べて,「 これ らの表現は避け なければな らな

い」 と書 いてあ る。最近 ではclicheと い う言葉 の方が多 く用い られ るよ

うであ る。

英語 を歴 史的に研 究す る場合に,finalcourtofapPealと して最高 の根

拠 となる辞典 とみな されてい る,か の12巻 か らなるOxfordのNED

(NewEnglishDictionary)の 別 冊のSupplement中 に,1892年 に 使わ

れた この特殊 の意味におけ るclicheの 例 があげてあ る。cの 部が編集 さ

れた後 に,脱 落 している ことが 発見された ものら しい。NEDに 基 いて編

集され たSOD,COD,PODに は もち ろん ζの意味 でのclich6は 入 れて

ある。

英米 入が書いた参考書 ばか りでな く,日 本 人が書 いた もの 特 に実務

英語 として の書簡文 の書 き 方 を 教えた 参考書 一 一で も,youresteemed

letter(貴 簡)Enclosedherewithis...,Enclosedpleasefind...,

Thankingyouinadvance等 々の例をあげて,clich6的 の表現は避 くべ

き もの としてい る。

英語 を国語 としていない 日本 人め場合は違 う。英米文学 の小説や随筆 を

読 んで,や っと覚 えたばか りの語句を,外 国人 の参考書 の中で,clicheだ
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か ら避 くべ きだ と忠告 され るのは,全 く味 気な いものだ。 日本人は,国 会

議 員連 か ら町 のみいちゃん,は あち ゃんに至 るまで,日 常会話に,「 腐 っ

て も鯛(た い)」 「花 よ りだん ご」 な ど,い わゆ るい ろはが るた式 の諺を

口にす る習慣 がある。講談や落語 にも,日 本式clichesが しば しば 聞かれ

る。 また戦前派 の人 々は,漢 文で習 った,「 五十歩百歩」(孟 子)「 千万

人 とい えども 吾行 かん」(孟 子)「 朝三暮 四」(列 子 ・荘子)な ど,現

代 の若い人達 には ピソとこない語旬 を平気で使 うことが ある。 こ うした風

習 とい うか,国 民性 とい うか,一 種 のmentallazinessと い った ような表

現に慣 れた 日本人は,英 語 を習 う場合,余 りclicheを 気 に しない。中に

は,駄 じゃれをい うことに慣れ て,clicheを 一 つのclincher(止 め を刺す

言葉)と して使 うことを得意 とす る入 さ}も あ る。 しか し何ん と弁解 して

み て も,clicheと 称 せ られ る成句には新鮮味が ない とい うことだけは否定

でぎない。

clicheは 使 用度数を統計的に計算 して定めた ものではない。 古 くか ら使

われ ている とい う理 由ばか りで もない。 古 くか らあ る言 葉 とい う意味な ら,

英 詩 の父 と呼ばれ るチ ョーサ ー時代,即 ち14世 紀 頃すでに,さ かんに使

われ,現 代 で も米 国では,日 常会話 に用 い られ てい るIguessと い う表

現や,16世 紀 のシェ・一クスピア時代 か らのIthankyouな どがclich6

で な くて 何 んだろ う。 しか もこれ らの表現を含めた 日常の英語 はclich6

とは いわない。

clicheに 関 す る辞典は,余 りお 目にかか らない。EricPartridgeのA

DictionaryofCliches位 の ものだ。 普通の辞典には沢山の成旬な るも

のが出てい るが,一 々これ はclicheだ とい う断 り書 きは してない。前述

のOxford辞 典 をは じめ として,研 究社 の英 和辞典や英語 イデ ィオム辞

典,戦 前に北星堂か ら 出たLyellの 熟 語英英 辞典 な ど多 くの辞書 では,

cliche扱 いを していない。WhitfordとDixsonの 共 著"Handbookof
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AmericanIdiomsandIdiomaticUsage"に も 約4,500語 の 成句 をその

用 例 と共に 出 してい るが,clicheと して断 ってい るものは一つ もない。 た

だWebsterの 第 三版や英作文に 重宝が られ てい る 開拓 社の 英英辞 典に

は,い わゆ るclich6と し ての極 印を押 され ているconspicuousもyits

absence/hasthedefectsofhisqualities(長 所 に伴 う短所)等 の成句は

余 り見 えない。

Clich6に 関 す る参考 書の うちで主 な ものはFowlerのMEU(Modern

EnglishUsage)とEvansのADictionaryofContemporaryAmerican

Usageで あ ろ う。 前者 はその 初版 で,堂 々31頁 に亘 るTechnical

Termsの 項 にclich6に 言 及す る と共 に,HackneyedPhrasesの 項 に一

寸 したlistを 掲 げてい るが,最 近 出た改版では,数 欄に亘 るclicheの 別

項 も設けてい る。後者(即 ちEvansのAmericanUsage)は567頁 位

の辞典 の形式の本だが,ア メ リカ語 法を主 と した同意語 の解説や文法 的解

釈 を盛 り沢 山に提供 しているばか りでな く,400程 の語句 を挙 げている。

その語句 のほ とん ど全部 が編 者のいわゆ るclicheで あ って,な か には,

な が なが と故事来歴 を述べ ているの もある。一 々,こ の句は,「clich6で

あ る」 とか 「すでにclich6に な っている」 とか と付 けた して,使 用 しな

い ように忠告 してい る。避 けてほ しい語句 な ら,何 も故事 来歴 まで述 べ る

必要 もな さそ うに思われ る。wishfulthinking(希 望 的観 測)ま で も槍玉

に あげ て 「30年 位 前か ら使われてい るが;す でにclich6に な ってい る」

といってい るか と思 うと9``fighttoothandnail"(ラ テ ソ語 のwithclaws

andbeakを 意 味す る句を もじった もの)の 所では ,「 この句 は,400年

も ことわ ざの よ うに用 いられ ていたが,100年 程 前か らclicheと な って

い る」 と・ まるで,科 学的根拠 に基 いた よ うな ことをい っている。 しか し

Evansは ・ バイブルか らきた``thesaltoftheearth"(地 の塩 ・社会 の

健全分子)と い う語 句の中で述べ てい るよ うに,``Allitneedsisrest・ ・
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「

(し ば ら く開店休業状態 にお くべきだ)な どと,付 け加 えている。 要す る

にいか に新鮮味に欠 けている といって も,clich6は 着 物の柄 みたいな もの

で,今 の流行 はす ぐす たれて も,何 十年 も前 の柄 が,ま た,は や って くる

ことがあ り得 ることに類似 してい る。 思い出す が,数 年前,学 校 の研究室

で若 い外人教 師二 人(一 人は英 人,他 の一人は カナダ人)と 茶飲 み話を し

てい る時,cupsthatcheerbutnotinebricateと い う 「茶 」を意味す る

clich6s中 のclicheに 言 及 した ことがあ るが,驚 いた ことに二人 ともそん

な表現 は 聞いた ことが ない と涼 しい 顔を していた。 な るほ ど,な がい間

clicheと して 日常会話 で タブー扱いの よ うに され てい る うちに,若 い者 に

は,も はや,陳 腐 ではな くな り,全 く耳新 しい語 句にな って しま うのだ と

い うことを痛 感 した。 又Evansは``rainingcatsanddogs"の と ころ

で,こ の成句 は1738年 にSwiftが 今 日でい うclicheと して彼の``A

CompleteCollectionofGenteelandIngeniousConversations"の 中 に

listし て いる と述べ て,``Itistimetoseekafresher,newerimage',と

結 んで いる。 別な ところで も,Swiftのlistな る ものに触れ てい るが,恐

ら く,Evansのcliche論 の 根拠 の一つ とな ってい るのだろ う・

この外,一 読 の価値 のあるのはMEUのsecondeditionを 編 集 した

SirErnestGowers著TheCompletePlainWords(209頁)で あ ろ う。

これは辞典ではないが,極 めて興味深 く読 ませるFowlerば りの参考書 で

あ る。 ともすればpaddingcliches(不 必 要なそ う入句 として用 い られ る

極 り文句)を 使い勝ち のofficialwritingの 通 弊を含む,officialeseに 関

して,数 多 の例を挙げ て指摘 し,お 役所用語 のあ りかたを説いてい る。 は

や り言 葉が 濫用 されてcliche的 存 在にな り易い例 として,breakdown

(内 訳),repercussion,reaction,target,sabotage,anticipate,implement,

1iquidation,propositionutilize等 々につL・て,こ れ を例証 し,padding

clich6sと しては,inthisconnection(こ れ に関 して),foryourinforma-
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tion(ご 参 考 までに),ona.._.basis等 の 例を指摘 している。

以上で,英 米入 のclich6に 対 す る態度が,い かに も,JapaneseEnglish

(こ んな表現 は どの辞典に もないが,英 語を国語 としていない 日本人 の多

数が使 う変 て こな英語を軽蔑 して用 いる表現)に 対 す るそれに似 てい るこ

とが分 ると思 う。 しか し吾 々英語を研究する者 は,clicheと 称 す る語句に,

聞 き飽 き,見 飽き,使 い飽 き,そ ろ そろ鼻につきは じめた ことを意識 した

時 には じめて避 け るよ うに して も遅 くはない。

clicheの 中 で最 も普通 なのは,asgoodasgoldの よ うにas__asの

simile(明 喩,特 に,頭 韻酌 なものが多 い。CODのasの 項 には,60位

よ く見受け る表現が並べ てあるが,そ の うち約20はalliterativephrase

で あ る。blindasabatか らweakaswaterに 至 るまであげている。 中

"に はrhymeす る剽軽な言 い回し
,snugasabuginarug(気 持 ち よく

納 ま り返 っている)な どもある。

何 ん とい って もclicheの 大 部分 は引用句 と見て よい。 ギ リシヤ ・ロー

マの神話,バ イブル,イ ソップ物語,シ ェー クスピアの劇,そ の他多 くの

英 国の詩人や 小説家 な どか らの引用句 でclicheと な ってい るものは無数

に及ぶ。

紙数に限 りが あるか ら,こ こでは聖書や シェークスピアか らの引用を主

と して,吾 々 日本人 に特 に興味 のあ りそ うな のを拾 って見 ることにす る。

まずノミイブルか ら始め よ う。``IamAlphaandOwega,thebeginning

andtheend,the丘rstandthelast"(Rev.22.13)こ れ を もじってfrom

alphatoomega(「 ピ ソか らキ リまで」 この 日本 の表現 自体が ポル トガル

語 の一 と十 とい う言葉 の訛 った ものか ら出来 たもの とされ ている)な どと

用 い られ る。

``Iammadeallthingstoallmen"(1Cor
.1.27)こ れ は,よ くHe

isallthingstoall.men.(八 方 美人)な どとして使われ ることがあ る。,
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``lnthemultitudeofcounsellorsthereissafety"(箴 言11 .22助 言

者 が 多 け れ ば 安 全 で あ る)こ れ は,間 違 っ た 引 用 を し てThereissafety

innumbers(人 数 が 多 け れ ば 安 全 だ,即 ち,グ ル ー プ で 異 性 と の 交 際 な

ど し て い る う ち は 安 全 だ,ま た 横 断 道 路 を 渡 る 時 で も 人 数 が 多 け れ ば,一

人 で 渡 る よ り 安 全 だ とい う意 味 な どを 表 わ す 時 に 用 い ら れ る 。

"Thouartweighedinthebalances
,andartfoundwanting."(Dan.

5.27あ な た が は か り で 量 られ て,そ の 量 の 足 り な い こ と が 分 っ た)こ れ

は 昔 の 漢 文 口調 で い う と,「 鼎(か な え)の 軽 重 を 問 わ れ た 」 に 相 当 す る

成 句 で あ る 。

こ の 外,thesaltoftheearth(Matt.5:13);Touchllot,tastenot,

handlenot(コ ・ サ イ 人 へ の 手 紙2,21か ら だ が,こ れ を も じ っ て,有 名

な 日 光 の 三 猿``ThreeMonkeys"を 説 明 す る 場 合,Heamot,speaknot,

seenotと い う人 も あ る,);laboroflove(「 愛 の 労 苦 」 と は 報 酬[を 望 ま

ず に 好 意 で す る 仕 事 の こ と。``Iamdoingitasalaboroflove"な ど と

い う,);wewalkbyfaith,notbysight(見 え る も の に よ ら な い で ・ 信

仰 に よ っ て 歩 い て い る,);notgreedyoffilthylucre(金 に 淡 白filthy

Iucre・ ・ぜ に"や ラ ベ レ,一か ら の 訳 語Coinisthesinewsofwarのthe

sinewsofwar「 資 金 」 な ど も よ くclicheと し て 引 用 さ れ て い る);a

thornintheflesh「 肉 体 に 一 つ の と げ 」 とは 苦 痛,苦 労 の種,vanityof

vanities;allisvanity(空 の 空 な る か な,す べ て 空 な り,Theendisnot

yet(Matt.24:6)「 ま だ 終 りで は な い,hopeagainsthope(空 頼 み を す る)

等 々,並 べ れ ば 切 りが な い 。 こ れ ら は す べ てcliche扱 い に さ れ て い る 。

次 に シ ェ ー ク ス ピ ア か ら の 引 用 句 だ が,こ れ も ま たL・ く ら挙 げ て も切 り

が な い 程 あ る 。

「ハ ム レ ッ ト」 か ら の``tobeornot・be,,はTobuyornottobuy;

thatwasthequestionoverwhichIwaveredな ど と,も じ っ て 使 つ た
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り、す る が,吾 々 日本 人 に も鼻 に つ く句 で あ る 。Thereistherub(そ れ が

厄 介 な の だ)!Thetime・isoutofjoint/Brevityisthesoulofwit!Frailty,

thynameiswoman!/Consummationdevoutlytobewished/theobserved

ofallobservers(衆 目 の 的)/suittheactiontotheword(そ う言 い な が

ら 動 作 を す る)1ismore・honoredin-.thebreachthanintheobservance

(習 慣 な ど は 守 る よ り破 っ た 方 が 名 誉 に な る)等 は 皆 吾 々 日本 人 に も な じ

み 深 い 「ハ ム レ ッ ト⊥ か ら の 引 用 句 で あ る。 山 ・山 ・山 な ど と同 じ 言 葉 を

三 つ 続 け る語 法 も,「 ハ ム レ,コ ト」 の 中 で,ポ ロ ニ ア ス に 厂何 を お 読 み で

す か 」 と問 わ れ て,ハ ム レ ッ トが``words,words,words"と 答 え る あ の

せ りふ を 思 い 出 さ せ る。

「リ ア 王 」 か らmoresinnedagainstthan・sinning(悪 事 を した と い

う よ りむ し ろ 自分 が ひ ど い 目 に あ う)やeveryinchaking:(申 し.分の な

い 典 型 的 の 国 王)な ど が あ る 。

Wearone'sheartuponone'ssleeves(感 じ る こ と を 包 ま ず 話 す)や

Iamnothing,幽ifnotcritical(口 の 悪 い の が 私 の 取 柄)やaforegone

conclusion(経 験 ず み の こ と)な ど のcliche的 の 句 は 「オ セ ロ」 か ら来 て

い る。

「マ ク ベ ス 」 か ら は,makeassurancedoublesure(念 に は 念 を 入 れ,

これ は 時h引 用 を 間 違 っ てdoublysureと な っ て い る こ と も あ る)thebe-

allandtheend-allhere(Webster三 版 に はThebe-:allandtheend-all

ofthedetectivestoryistoconcealtheidentityofthecriminalと%・

う例 が ロ ソ ドソ ・タ イ ム ズ のLiterarySupPlementか ら 引 用 さ れ て い る)

Cowardsdiemanytimesbeforetheirdeaths(manyの 代 りにahundred

timesを 用 い る こ とが あ る)やwhat,sdoneisdone(こ れ はwhat'ssaid

issaidandcannot・beunsaidな ど と,も じ っ て 使 わ れ る こ とが あ る)等

が あ げ られ る 。 ・・
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「ベ ニスの商人 「の中のallthatglittersisnotgoldやADanielcome

tojudgement(名 裁判官 ダニェル様 の再来だ。 これは当を得た裁決が 出た

時な どの極 り文句)と か 「ロ ミオ とジュ リエ ッ ト」 のwhats'inaname?

(名が 何 だ。 これについ ては後 述す る)は 余 りに もよ く知 られ ているcliche

だ 。 テ ソペ ス トか らはsufferaseachange(変 貌 も甚だ しい)な どが有

名。 「ロ ミオ とジュリエ ッ ト」 のprologneに あ るapairofstar-crossed

lovers(二 人 の幸薄 い恋人)と 「お気に召す まま」Epilogneの 中 のGood

wineneedsnobush(良 酒 には看板 はい らない)を 引合 いに出 して,シ

ェークス ピアか らの引用を切 り上げ る。 「マクベス」の五幕 五場に城 にひ

しめ く敵 の大軍を見てマ クベ スが``Thecryisstill,Theycome!our

castle,sstrengthwilllaughasiegetoscorn.,,と い うせ りふが あ るが,

このThecryisstilltheycolneは 人(物)が 次 か ら次へ とひ っき りな

しに現 われ る状態 を形容す る時に用い られ るclicheで あ る。 シェークス

ピアか らの 引用句は数 えき れな い 程 あ る が,手 許にあ るBartlettの

"F
amiliarΩuotations"に は シェークスピアだけで も121頁 に 亘 ってい

る。

イソ ップか らの引用句 としては,Bartlettの 第10版 に は約54の 引 用

句が 出てい る。``お お かみが来 た"と,面 白半分 に入をお ど していた少年

羊飼が,最 後にほ んものが 出てきて羊 を食べ られ て しまった とい う物語に

あるcrywolf(虚 報 を伝 え る)を は じめ,「 きつね とぶ どう」 の物語 の

sourgrapes(す っぱいぶ ど うとは負 け惜 しみを言 うの意)や,ね ずみ達

が相談のあげ く,Whoisgoingtobellthecat?(猫 の首 に鈴 をつけ る,

即 ち難 局に当 るのは誰),団 結 は力だ(Uniongivesstrength;United,we

arestrong)をxる ま き束 の話,Slowandsteadywinstheraceと い

う兎 と亀 の物語,Oneman,smeatisanotherman,spoisonと い う教訓

を与え る 「ろば とき りぎ りす」 の物語,Lookbeforeyouleap(こ ろ ま々ぬ
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Clicheに つ い て

先 のつえ とい うこ とわ ざをxる 「きつね とや ぎ」の物語な ど沢 山ある。

「大 山鳴動 してねずみ一匹」 に当るTheMountaininLaborと い う物

語 もイ ソ ップの寓話 の中にあ る。

英米 人は ことわ ざ とい うものをわれわれ 日本人ほ ど常套 の表現 と して用

いない ようだ。彼等 に とって ことわ ざは多 くの場合,clich6で あ る。Eng-

lishProverbsと い う740頁 セこ及ぶ大 きなdictionaryが あ るが,イ ギ リ

スの最 初の ことわ ざ集は1560年 のJohnHeywoodが 集 めた もの とされ

てい る。 この中には,Rome〆wasnotbuiltInoneday(こ れ は セルバ ソ

テスの 「ドソキ ホーテ」か らの引用句 に もあるが,そ こではina.dayと

な ってい る,Enoughisasgoodasafeast(満 腹 は ごちそ うも同様,

Thishitthenailonthehead(ず ば り図星 を指 した),Anewbroom

sweepsclean(新 任 者は仕事ぶ りが よい),Beggarsmustnotbechoosers

(物 も らいにえ り好み は禁物),Hastemakeswaste(急 が ま々回 れ),Love

me.lovemydo9(私 を愛す る者は私の犬 も愛す るだろ うとい う思想 はわ

が坊主憎け りゃけ さまで憎 い とは正に逆 の思想だ),Tosetthecartbefore

thehorse(本 末 を転 倒す る)TozobPeterandpayPaul(エ ドワー ド

六世 の時代 に ウエス トミソス ターのセ ソ トピータr寺 院 の土地 を提供 して,

ロ ソ ドソのセ ソ トポ ール寺院 の修理に当 てた とい う故事か ら出た 「一方か

ら借 りて他 方に返 す」 とい う意味のcliche)な どが その主な もので ある。

次 に数 字に関係あ るcliche的 語 句を順序を追 ってい くつか挙げ て見 よ

う。Totakecareofnumberone(自 分 の事 ばか り注 意す る)Oneswallow

doesnotmakesummer(こ の 諺は,「 桐一葉落 ちて天 下の秋を知 る」 と

は対 しょ的な表現であ る)Tohaveonefootillthegrave(墓 穴 に片足

をつ っこんでい る)Oncebit,twiceshy(あ つ ものに懲 りてな ますを吹

く)Anoldmanistwiceachildこ れ は シェr一クス ピアも引用 され てい

る諺。Twoheadsarebetterthanone(三 人 寄れば もんじゅの知恵)

-g



Twoofatradecanneveragree(商 売 が たきは折合 いの悪 いもの)

Threeremovesareasbadasa丘re(引 っ越 しを三度や る と火事に あっ

た も同様 とは フラソク リソか らの引用句)四 と五 を飛ば して六に移 る と,

五 十歩百歩に当 るsixofoneandhalfadozenoftheother!muchof

amuchnessが あ る。Tobeatsixesandsevens/inconfusion(混 乱

してい る)Dresseduptothenines(盛 装 を こらして)Attheeleventh

hour(聖 書 にあ る語句 で,最 後 の機会に,き わ どい時 に とい う意味 の成

句)sweetseventeen「 鬼 も十八,番 茶 も出花」 に当 る表現)Totalk

nineteentothedozen(の べ つ幕な しに しゃべ る。 ま くし立 てる)Three-

score(60)andtenと は聖・書の文句で人 の寿70と い う意味)ahundred

andoneやathousandandoneはTheThousandandOlleNights

(ア ラ ビヤ物語 千夜一夜 をもじった 表現 で,無 数 とい う意味)数 字に関

連 したclicheにHalfthebattleと い うのがあ る。Youthishalfthe

battle(青 春 の鋭気はそれだけですで に成功 の半ば)な どと用 い られ る一

種 のcliche的 表 現であ るが,日 本語 に も,田 植がすめば,収 穫 の半分 は

保証 された も同様 とい う意味 の 「植付 半作」 とい う成句が ある。

頻 度何パ ーセソ トか らとい った具合 に,一 定 の基準に よってclicheが

生れ た ものでない ことは前述 の通 りで ある。人 にはそれぞれ好 き嫌い とか,

古 きに対す るノスタル ジアとか い った ものが あ るか ら,clicheに 対 しても,

個hの 見方,考.7..方 が違 うのは当然で ある。FowlerのMEUのHack-

neyedPhrasesの 中 に挙げてある約50のclichesで す ら,こ れ等を今で

も平気で用いてい る英 米人 もある。 引用句 にjournaleseやvogue・words

(流 行 語)を 加 えればclicheの 数 は何百に及ぶわけだ。 おな じみのhOP,

stepandjumpは 別 として,相 関連す る三つ の異な る語を並べて用い る副

詞句 であ って,す でにclicheの 中 に入 ってい る語句に10ck,stockand

barrelとhook,lineandsinkerと い うのがある。 前者は昔のflintlock
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Clicheに つ い て

(火 打ち石銃)の 三つ の主 な部分か ら成 る``completely'9(一 切合 財)を

意味す るphraseで(AncientJapanborrowedthecivilizationofChina

lock,stockandbarrel),後 者 も,釣 りの用具か らこれを もじった 同 じよ

うな意味 の副詞句であ る。bagandbaggageも これに類似 した旬 であ る・

Bagandbaggageの よ うに二つずつ組 んで用い られ る表現 は,Siamese

twinsな ど と呼ばれ ることもあるが,partandparcel,toallintentsand

purposes,overand."above;.waysandmeans,sumandsubstance,safe

andsound,timeandtide等 のstockphrase,も,こ れ を らん用す る と

clichesと 見 な され る。 もしHeisavaluableasset1Hewasanathemato

themoderates(彼 は 穏健派には きらわれ者)1Hehasaflairformusic1の

asset,anathema,flair等 のはや り言葉 まで もclicheの 範 ち ゅ うに入れ ら

れ るとす る と,吾 々戦前派が苦労 して覚えた語旬 の中でclichesの 占め る

割合はか なり大 きい と言わ なければ な らない。今 日ベ トナ ム戦争に関連 し

て よ く使われ てい る段階的拡大を意味す るescalationな どのはや り言葉

に して も,格 下げ され てclicheの 仲 間入 りをす る時代が遠 か らず来 るか

も知れ ない。 今 日のvoguewordは 明 日のclicheと い う運 命か も分 らな

いo

最 後 にい くつかのclicheを あげ,こ れ らについ ての筆者 の思い 出を述

べ て見 よ う。

Likethecurate'seg9,itisgoodinpartsこ れ は玉石混淆(こ う)を

意味す るclicheだ が,Websterの 三 版や 開拓社の英英辞典 には,さ すが

に古臭 い とい うことで出ていない。Brewerの"DictionaryofPhraseand

Fable・・ の改訂版 には,あ る牧 師 さんが朝 食に出た少 し悪 くなった卵を評

して所hい い部分があ る とい った とい う話か ら生れた表現だ と説 明 してあ

る。 戦前 とい って も,昭 和五年頃"CurrentoftheWorld"と い う日本

の英語 雑誌 の英文和訳 の問題の中に この成句 が出ていた ことが あるが,当
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時 としては 日本人 には比較的珍 ら しい表現だ った。丁度 その頃,北 星堂で

はLyell氏 が 熟語辞典を編 さん中だ った ので,氏 の友人(日 本人)が こ

のphraseの 意 味を質 した ところ,早 速 ライエ ル氏はそれを辞典に採用 し

て,彼 独得 のimaginaryconversationの 形式 で用例を示 してい る。 この

いき さつを筆者は聞いて知 っている。

LikeOliverTwist,Iaskformoreこ れ は,も っと下 さい と物 を要 求

す る時使われ るcliche.い うまで もな くCharlesDickensの 小 説``Oliver

Twist"の 主 入公少年オ リバ ーが,が つがつ して,か ゆのお代 りを乞 う場

面か ら生れた表現だが,思 い出す のは,今 は故 人だが明治,大 正時代 に英

文 記者 として活躍 した山県五 十雄 氏の ことだ。彼 がマ ー ドックの 日本歴史

の手伝 いを して,日 本 外史な どを英訳 して史料 を提供 した頃 の ことだ。彼

が徹夜 まで して書 き上 げ,毎 日数十頁 の翻訳を渡す と,マ ー ドックはそれ

を数頁 か数行 に短縮 し,LikeOliverTwist,Iamaskingformoreと

い って引っき りな しに催促す るので,や り切れなか った,と 筆者に述懐 さ

れた こ とが ある。

Onceinabluemoonこ れ はonceinawhileと い う意味 の時 々耳 に

す る成句 だ。 大気中のほ こ りのため月が青 く見}る 現象が あるのでblue

moonと い う言葉がで きた とい うことだ。 かつてTheMoonwasBlue

とい う映画があ った。 日本訳 は 「月は青か った」 とな っていた と記憶す

る。劇 にもなった そ うだが題名は少 し違 っていた らしい。 とにか く,成 旬

onceinabluemoonを 知 らない者 には,一 寸 ロマ ソチ ックに聞え る 日

本訳 の 題名か らだ けで は この喜劇映画を想像す る ことは 無理だ った よ う

だ。

What'sinaname?(名 が 何 んだ)こ れは前述の シェークス ピァの

``R
omeoandJuliet"か らの有 名な引用旬だが,ジ ュリエ ッ トが ロミオに

向って 「名がなんです よ,バ ラとい うものは,ど んな名でそれを呼ぽ うと,
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Chliceに っ い て

いいか お りに変 りはないで しょう」 とい うせ りふか らぎた表現だ。 あ の塲

面 では ロ ミオ とい う名で さえなければ どんな名に しよ うと,あ なたのすば

らしさには変 りが ない とい うジュ リエ ッ トの心情を表わ した ものだが,こ

の成旬 は名称を変 えたが る傾 向に抵抗を感 じて用い ることが多い よ うだ。

終戦直後,今 のJapanTimes紙(当 時 はNipPonTimes)が この句を

題 にして,名 称 の変更 を行 うのは意味な しと して論評 した社説 を一 回な ら

ず掲げ た こ とが あ る。 その矢先,突 如 として同紙 は その名をNippon

Timesか らJapanTimesに 変 更す るとい うことを紙 上に公表 した。 同

紙 の論説 を読 んで いた者で,こ の広告を見て抵抗を感 じたのは筆者 ぼか り

ではなか ったで あろ う。 もっ とも,同 紙 は戦前にJapanTimesだ ったの

だか ら,も とに戻 した だけの ことだ と言 えぱ,納 得できないわ けで もなか

った。

Straightfromthehorse'smouthこ の 「確 かな筋か ら」 とい うス ラソ

グ的の句 は今 日で こそほ とん ど多 くの辞 典に顔を出す よ うにな ったが終戦

当時は犬抵 の字引には 出ていなか った。筆者 のあ る友人 で,こ の句 に度 々

遭遇す るが,は っき りした意味がつかめな くて残念が っている人が いた。

当時手許 の辞典に も見えない し,筆 者 も満 足な回答 を与 える ことは 出来 な

か った。 たまたま彼が通訳事務 の関係で,当 時横浜 の米 国進駐軍の輸送司

令部 を訪れ,Lt.ColonelLyonと い う人に会 った際,こ のphraseの 意

味 を質 して,や っと年来 の疑 問が解 けたわけだ。喜んだ彼は筆 者に も早速

その事を伝 えて くれ たので 「それは何 よ りで した。馬の 口な らぬ ライ オ ソ

の 口か ら聞 いた とあ っては,そ れ こそ確実 な情報で したね」 と笑 った こと

が ある。

ち なみにWebster第 三 版にはstraightの 項 で な く,horseの 項 に

``fr
omthehorse'smouth"と して 出ている。 おそら くDirectfromthe

horse'smouthな ど とい うことが あるか らであろ う。Evansは このcliche
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に関 して ・・ltderivesfromestimatingtheageofahorsebyexamining

itsteeth.Nomatterwhatthehorsetrhderdeclaredtheanimal'sage

tobe,theconditionofitsteethfurnishedanaccurate.guideforthe

kn。wing.・ と説 明してい る。 この説明に よると,語 源的にはD・n't1・ ・k

agifthorseinthemonth(,馬}は 歯 で年齢がわか るところか ら・ 「もらっ

た馬の 口の中を見るな」 とは,も らい もののあらを捜す な とい うcliche的

の諺)に 関連があ るよ うに見えるが,"Am・ ・i・anTh・ ・au・u・・fS1・ng"

に あ るよ うにTurf,即 ち競 馬に関連 して,馬 の 口から直接 にinsidetip

(内部 の情報)を もら うとい うことを想像 させ るよ うな分類の仕方 も・如

何 に もしゃれ 気があって面 白い。

Imitationisthesincerestformofflatteryこ れ は模倣 を正 当化す るよ

うな場合に よ く使われ るclicheで あ る。Bartlettの 引用旬辞典 にはC・C・

Colton(1780-1832)の``TheLacon"か らの 引用句 と して あるが ・

sincerestflatteryと してあ って,``formof"は ない。 しか し今 日・実際

にはformofを 入 れて用 いられてい るよ うだ。``JapanTimes"紙 に転

載 され ているBennettCerfのTryandStopMeの 欄 に出ていたjoke

に 次 の ようなのが あった。あ る父親が近所の子供の切手収 集をまね ている

息子 に 「なぜ そんな ことまで人の まねを しなければいけないのか」 と尋ね

ると,息 子は,す か さず,``lmitationisthesincerestformofphilately

[f.laeteli]・・ と答 えた とい う英米人には珍 らしいpunningjoke(地 口)

が 出て いた のを思いだす。philatelyはstamp,collectingの こ とだ。

今一つ のclicheの 思 い出はanametoconjurewith(じ ゆ文に用い

るほ ど魅 力に富 んだ名)に ついてであ る。劇や映画 で有 名な松竹 の全盛時

代の こ とである。 ある在 日英国人が松竹についての記事 を筆者 たちが関係

しているある英文雑誌 に寄稿 した ことがあ る。 ・書き出 しがShoch三kuisa

nametobeconjuredwithと な っていた。 さては勘違 い したな と思 った
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か ら,``toconjurewithと す べ きでは ないか と注意 した ところ ,面 子 に

こだわ って,Heistobereckonedwithと い うでば ないか ,ど っちで も

同 じことだ ろ うと言 い張 って,な かなか譲 ろ うとしなか った。すか さず筆

者 はThisisanicepentowritewithと か堅 くいえばwithwhichto

writeと か で あ6て,anice'●tobewrittenwithで は ないだろ うと

や り返 した ら,や っとtoconjurewithと 書 き直 したいき さつがあ る。 又

NHKが か つてPaulEhrlichの 伝 記 をア メ リカのテ レビ映画で紹介 した

ことが ある。 そのなかで この ドイ ツの細菌学者がサル・ミルサ ソ(Salvarsan)

俗 称606号 の発見 に成功す る場面があ ったが,彼 が606号 をItisa

numbertoconjurewithだ といった よ うに記憶 している
。
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